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セカンドハンドは「チャリティショップ」と呼ばれるお店を運営し、その収益でカンボジアの支援をしています。
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2025 Aprilあなたの手を、世界の誰かに。

Sambot
セカンドハンド通信 120

12月～ 2 月までの 3か月間にご寄付をくださった方々です。【順不同・敬称略】

Special
Thanks

Network

お盆休み：8/13（金）～8/16（月）
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宇多津町立宇多津小学校6年生の皆さんが、校内の学習発表会でセカンドハンドの取り組みについて

発表してくれました。また、その日集まった保護者の方々へ、セカンドハンドが扱うフェアトレード商品

の販売や募金活動を行い、集まったお金を寄付してくれました。
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年末年始休業:12/28（土）～1/2（木）

 

新校舎建設のため 100 万円の支援を行います。ご寄付を通じてご協力いただ
ける方は、同封の払込取扱票のメッセージ欄に「学校建設」とご記入ください。

年末年始休業:12/29（日）～1/2（木）

年末年始休業:12/29（日）～1/2（木）

行い、セカンドハンドユースをより多くの人に知ってもらえるようにメンバー全

員で協力して活動しました。また、インスタグラムを活用してボランティアを募集する等、昨年

度は広報活動にも力を入れました。 

また、今年の 3 月には交流会を通して、参加者の皆様とメンバー募集の看板などを制作しまし

た。店頭にも掲示する予定なので是非ご覧ください！ 

これからもセカンドハンドユースをよろしくお願いします。 

国

 

大学時代にスーザン・ジョージ著『なぜ世界の半分が飢えるのか』を読み、先進国と多国
籍アグリビジネスによる発展途上国の食糧支配に衝撃を受けたことが、私が国際協力に
興味を持つようになったきっかけでした。最後の章に「自分の家の玄関先ぐらいは掃除
をしておく義務がある」とありますが、カンボジアの医療や教育、女性と子どもの経済的
自立支援に加えて、環境リサイクルや自然災害、子どもの貧困など、“先進国”日本が抱え
る社会課題にも積極的に取り組んでいることがセカンドハンドの魅力ではないでしょう
か。3月でセカンドハンド北海道の代表を卒業し、設立者の大波さんにバトンタッチします
が、これからも応援しております。（吉田亜希）

2024年度は、イベント等への出店協力27回、講師派遣7回と、大
変多くの活動機会をいただきました。講師派遣は、特に、高校生や
大学生を対象とした講座が多く、カンボジアや途上国の子ども達
の現状から国際協力について考える機会を提供しました。参加者
からは「国際協力自体の多様性を知ることができた」「相手の立場
に立って考える事は国際協力の場でも重要だが、日常生活におい
てもとても重要なことだと改めて実感した」
「一人で考えるのではなく、周りの人と協力して解決していくこと、
なにか困ったことがあったときは迷わずに周りの人に相談するこ
とが大切だと気付いた」といった感想が出ました。

昨年度は街頭での募金活動に始まり、高松桜井高校の文化祭で
の出店やフェアトレード祭りへの出店などを行い、セカンドハンド
ユースをより多くの人に知ってもらえるようにメンバー全員で協
力して活動しました。また、インスタグラムを活用してボランティア
を募集する等、昨年度は広報活動にも力を入れました。

青野千恵子、伊賀憲子、池内保、伊藤裕喜子、鵜川利恵、大波美栄子、岡本洋功、小笠寛幸、柏原裕美、片山
績、金倉留美子、鎌長製衡株式会社、鎌田守恭、亀山誠子、川﨑多恵子、呉妙専、コットン古都夢、近藤温子、
四国装備㈱今井里美、清水博子、下地初子、シュエリン公子、白川ふみ、末澤一誠、鈴木省司、株式会社夢菓房
たから、㈱タダノ（ハートフルポケット寄付金）、玉置麗子、俵恵美、塚田泰代、友近規、中澤力、西川秋美、西川亜
里、西川みさご、沼田章、のぞみ総合法律事務所、久松恵津子、福島玲奈、藤原和子、堀美紀子、堀具王、堀口
公明、前田典子、真嶋由岐夫、松家春美、三木誠、美濃吉広、宮本宏子、宮本明宜、宮本弥生、弓削田裕子、
横田千春、吉本房子、若宮武、若杉淳子、渡部豪、綿邊亜弥

また、今年の3月には交流会を通して参加者の皆様とメンバー募集の看板などを作成しま
した。店頭にも掲示する予定なのでぜひ御覧ください！ これからもセカンドハンドユースを
よろしくお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　片原町店リデザインの完成！！
設立30周年ということもあり、東京中心に全国でチャリティショップのポップアップを展開するロイダッ
ツ様のご協力により、2025年3月16日～17日セカンドハンド片原町店のリデザインを実施しました。
商品のテーマを決めたディスプレイを行ったり、商品を入れるケースやカゴを統一し、わかりやすくラ
ベルを付けたりするなど工夫して、お客様が楽しく、商品を手に取りやすく、よりお買い物しやすいお
店になりました。引き続き応援よろしくお願いします。
お客様から「明るく広く感じるね」「スッキリ見やすくなったね」「ティスプレイが可愛い」などの嬉しいお
言葉も届いています。
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こども
食堂支援

Announcement

2024年度
支援報告

1 月から事務職員となりました山地真紀と申し

ます。36 年間保育士として働いていました。セ

カンドハンド勤務と母の介護、ボランティア、

うさぎの世話が私の生活スタイルです。ボラン

ティアは「花プロジェクト」というお花と自然を

通して地元を元気にする活動で、道路花壇整

備やヒトデ忌避剤活用、マル1月から事務職員

Charity Shop

チャリティ

ショップ

職員紹介

セカンドハンドでは、インフレ等の影響で困窮している子どもたちのために、こど
も食堂の運営団体を通じて継続して支援を行っており、２０２４年度は５団体に   
２０万円の助成を行いました。
どの運営団体も食事の提供だけでなく、子どもや子育て世帯の孤立を防ぐため
に子どもが安心して過ごせる居場所づくりや、地域の方々と子どもや家族との
交流、教育・相談支援など様々な取組みを行っています。

1

マラウイOAU(Orphan Affairs Unit)支援

支援先

１ 女性の自立支援 

ナミテテ母親手芸グループでは、あずま袋や帽子などの製作に取り組んでいます。カラフル

なアフリカ柄を使ったリバーシブルの製品は、ほとんどが手縫いで作られており、チャリティシ

ョップでの販売が予定されています。 

一方で、物価高騰の影響により、布や砂糖などの価格が 2 倍以上に上がり、日々の生活に

大きな影響が出ているとのことです。お母さんたちは、「事業が順調に進めば、以前に取得した

土地に保育施設を建てたい」という夢を語ってくれました。 

２ 貧困家庭（子ども）の支援 

OAU ムプンダセンターは、幼稚園・青少年活動支援・学費支援・シングルマザー・寡婦支援な

ど、様々な活動をボランティアで行っており、地域の包括的支援センターの役割を果たしてい

ます。セカンドハンドからの支援が貴重な財源となっています。 

　　　　支援先 　

あそび舎どんぐり（高

松市六条町）、おかえ

り子ども食堂（高松市

香西南町）、ぬくぬく

ママSUN‘S（高松市

岡本町）、まなびやも

も（高松市太田上町）

まんまるサポート（高

松市宮脇町）

　　５団体（アイウエオ順）

 ひとり親家庭や保護者の方が仕事や病気、精神的な負担で食事の準備が難しいご家庭を対
象に食事支援をしました。子どもたちが食事を楽しめるよう一緒に御飯を食べたり、家庭で活用
できる食材を配布しました。
クリスマスには、たこ焼きパーティーを開催し、みんなで調理を楽しみました。「またやりたい！」
「一人ではこういうことをしないから来てよかった」という声も聞かれました。
安心して過ごせる場があることで、精神的な自由が感じられ、信頼できる人間関係を気づく機
会となったことと思います。また、不登校児童生徒の様子を在籍校の先生と共有することで、学
校との連携を深める機会にもなりました。今後は、地域との協力関係をつくりながら「何かあっ
たら、ここに行けばいい」と感じられる場所を目指してまいります。

1月から事務局の職員となりま

した。30数年間勤めてきた保

育士とは違う経験にやりがいと

おもしろさを感じています。そし

て今は、セカンドハンドと母の

介護、地元ボランティア、うさぎ

の世話という生活のスタイルを

楽しんでいます。よろしくお願

いします。

２月から事務局職員として働い

ています。おいしいお店を探して

仲のいい友人達と食べに行くこと

が楽しみです。セカンドハンドの

素晴らしい取り組みをもっと多く

の人たちに知ってもらい、少しで

も多くのカンボジア支援ができる

ように頑張りたいと思います。よ

ろしくお願いします。

皆様のご支援が、大きな力と
なっております。
引き続き、温かいご支援をよ
ろしくお願いいたします。

２　貧困家庭（子ど
も）の支援
OAUムプンダセン
ターは、幼稚園・青
少年活動支援・学
費支援・シングルマ
ザー・寡婦支援など
様々な活動をボラン
ティアで行っており、
地域の包括的支援
センターの役割を果
たしています。セカ
ンドハンドからの支
援が貴重な財源と
なっています。

１　女性の自立支援
ナミテテ母親手芸グループでは、あずま袋や帽子
などの製作に取り組んでいます。カラフルなアフリ
カ柄を使ったリバーシブルの製品は、ほとんどが
手縫いで作られており、チャリティショップでの販
売が予定されています。
一方で、物価高騰の影響により、布や砂糖などの
価格が２倍以上に上がり、日々の生活に大きな影
響が出ているとのことです。お母さんたちは「事業
が順調に進めば、以前に取得した土地に保育施
設を建てたい」という夢を語ってくれました。

暴風雨で被害を受けた幼稚園園舎・教室

セカンドハンドは、２０２０年よりアフリカ・マラウイ共和国の現地連携団体OAU＆スカイキッズアカデ
ミーを通じて、女性の自立支援や貧困家庭（子ども）の支援を行っています。2024年度は、幼稚園
園舎が暴風雨で屋根が吹き飛び甚大な被害を受けたため、追加の緊急支援も行いました。

ナミテテ母親手芸グループ製作風景

ナミテテ母親手芸グループと子どもたち

山地　真紀 津村　由喜子

【田村美津子理事から現地報告】

【まなびやもも　伊澤さん】


